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目的 再発性基底細胞癌に対する放射線療法の有用性を検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 米国の 1 大学病院 
対象者 再発性基底細胞癌 50 例 61 病巣 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 14 ） 

介入（要因曝露） 放射線療法 30～70.2Gy（臨床的あるいは組織学的な腫瘍境界から 5mm 以上

広い範囲） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再々発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

観察期間の中央値は 57 ヵ月（1～144 ヵ月）で、61 病巣中 6 病巣（9.8%）が

再々発（内、2 病巣は消退得られず）。腫瘍径、病期、部位、組織型、年齢、性、

線量、照射回数、照射期間、線源を共変量とした Cox の比例ハザードモデルで

は、腫瘍径と病期のみが再々発に有意に影響する因子であった。 

結論 

放射線療法は再発性基底細胞癌に対して有用な治療である。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
再発性基底細胞癌の治療に関する他の報告に比較すると、観察期間が長い点は

データとしての価値が高い。再々発率は 9.8%とやや高めではあるが、39 例は

2 回以上再発している症例であり、morpheaform が 10 例を占めるなど、ハイ

リスク症例を多く対象としているためと考えられる。 
 

 




